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○
総
務
省
告
示
第
百
九
十
七
号

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

財
政
再
生
計
画
同
意
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

鳩
山


夫

財
政

再
生

計
画

同
意

基
準

第
一

総
括

的
事

項

一
同

意
基

準
の

策
定

方
針

等

１
財

政
再

生
計

画
同

意
基

準

（以
下

「本
基

準

」と
い

う

。

）は

、地
方

公
共

団
体

の
財

政
の

健
全

化
に

関
す

る
法

律

（平
成

1
9
年

法
律

第
9
4
号

。以
下

「法

」と
い

う

。

）第
1
0
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

、財
政

収
支

の
著

し
い

不
均

衡
そ

の
他

の
財

政
状

況
の

著
し

い
悪

化
に

よ
り

自
主

的
な

財
政

の
健

全
化

を
図

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
に

あ
る

地
方

公

共
団

体
が

、計
画

的
な

財
政

の
健

全
化

を
図

る
観

点
か

ら
定

め
る

も
の

と
す

る

。

２
本

基
準

は

、地
方

公
共

団
体

が
地

域
に

お
け

る
行

政
の

実
施

及
び

そ
の

財
政

の
運

営
に

あ
た

り
法

令
上

遵
守

す
べ

き
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事
項

に
留

意
し

定
め

る
も

の
と

す
る

。

二
そ

の
他

１
財

政
再

生
計

画
の

同
意

に
関

す
る

地
方

自
治

法
第

2
5
0
条

の
３

第
１

項
に

規
定

す
る

通
常

要
す

べ
き

標
準

的
な

期
間

は

、協
議

か
ら

同
意

ま
で

、お
お

む
ね

１
ヶ

月
と

す
る

。

２
本

基
準

に
お

け
る

用
語

の
使

用
に

つ
い

て
は

、法

、地
方

公
共

団
体

の
財

政
の

健
全

化
に

関
す

る
法

律
施

行
令

（平

成
1
9
年

政
令

第
3
9
7
号

）及
び

地
方

公
共

団
体

の
財

政
の

健
全

化
に

関
す

る
法

律
施

行
規

則

（平
成

2
0
年

総
務

省
令

第
８

号

）の
例

に
よ

る

。
３

本
基

準
の

ほ
か

、財
政

再
生

計
画

の
同

意
に

あ
た

り
必

要
な

事
項

は
別

に
定

め
る

も
の

と
す

る

。

第
二

同
意

基
準

総
務

大
臣

は

、財
政

再
生

計
画

に
つ

い
て

協
議

を
受

け
た

場
合

に
は

、法
の

規
定

に
基

づ
き

適
切

に
策

定
さ

れ
た

財
政

再
生

計
画

で
あ

り

、こ
の

同
意

基
準

に
掲

げ
る

事
項

に
合

致
す

る
も

の
に

つ
い

て

、同
意

す
る

も
の

と
す

る

。

ま
た

、財
政

再
生

計
画

の
同

意
に

当
た

っ
て

は

、同
意

を
求

め
る

地
方

公
共

団
体

の
実

情
を

踏
ま

え

、審
査

を
行

う
も

の
と

す
る

。
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一
計

画
策

定
方

針

１
財

政
の

状
況

が
著

し
く

悪
化

し
た

要
因

の
分

析
の

結
果

が
公

正
妥

当
な

も
の

で
あ

る
こ

と

。

２
実

質
赤

字
額

が
あ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、一
般

会
計

等
に

お
け

る
歳

入
と

歳
出

と
の

均
衡

を
実

質
的

に
回

復
す

る
計

画
で

あ
る

こ
と

。

３
連

結
実

質
赤

字
比

率

、実
質

公
債

費
比

率
又

は
将

来
負

担
比

率
が

早
期

健
全

化
基

準
以

上
で

あ
る

場
合

に
あ

っ
て

は

、そ
れ

ぞ
れ

の
比

率
を

早
期

健
全

化
基

準
未

満
と

す
る

計
画

で
あ

る
こ

と

。

４
再

生
振

替
特

例
債

を
起

こ
す

場
合

に
あ

っ
て

は

、当
該

再
生

振
替

特
例

債
の

償
還

を
完

了
す

る
計

画
で

あ
る

こ
と

。
５

財
政

再
生

計
画

の
達

成
に

必
要

な
各

会
計

ご
と

の
取

組
が

明
ら

か
に

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。

二
計

画
期

間

財
政

の
再

生
を

図
る

た
め

必
要

な
最

小
限

度
の

期
間

内
で

あ
る

こ
と

。

三
歳

入

１
あ

ら
ゆ

る
資

料
に

基
づ

き
正

確
に

そ
の

財
源

を
捕

そ
く

し

、か
つ

、経
済

の
現

実
に

即
応

し
て

そ
の

収
入

を
算

定
し

、計
画

に
計

上
し

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
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２
計

画
的

か
つ

確
実

な
財

政
の

再
生

を
行

う
こ

と
が

可
能

な
歳

入
を

見
込

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。

四
歳

出

１
法

令
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
従

い

、か
つ

、合
理

的
な

基
準

に
よ

り
そ

の
経

費
を

算
定

し

、計
画

に
計

上
し

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。

２
計

画
的

か
つ

確
実

な
財

政
の

再
生

を
行

う
こ

と
が

可
能

な
歳

出
を

見
込

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。

３
計

画
期

間
が

財
政

の
再

生
を

図
る

た
め

に
必

要
な

最
小

限
度

の
も

の
と

な
る

よ
う

に

、必
要

か
つ

最
少

の
限

度
の

歳

出
を

見
込

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
第

三
財

政
再

生
計

画
の

変
更

の
同

意
基

準

総
務

大
臣

は

、同
意

を
得

て
い

る
財

政
再

生
計

画
を

変
更

す
る

た
め

の
協

議
を

受
け

た
場

合
に

は

、法
の

規
定

に
基

づ
き

適

切
に

策
定

さ
れ

た
財

政
再

生
計

画
で

あ
り

、第
二

に
定

め
る

同
意

基
準

の
ほ

か

、こ
の

財
政

再
生

計
画

の
変

更
の

同
意

基
準

に

掲
げ

る
事

項
に

合
致

す
る

も
の

に
つ

い
て

、同
意

す
る

も
の

と
す

る

。

ま
た

、財
政

再
生

計
画

の
変

更
の

同
意

に
当

た
っ

て
は

、同
意

を
求

め
る

地
方

公
共

団
体

の
実

情
を

踏
ま

え

、審
査

を
行

う

も
の

と
す

る

。
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一
変

更
の

事
由

等

１
財

政
再

生
計

画
の

策
定

に
際

し
て

予
想

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
事

情
が

発
生

し

、既
に

同
意

を
得

て
い

る
財

政

再
生

計
画

に
よ

る
財

政
の

再
生

が
困

難
で

あ
り

、そ
の

変
更

が
や

む
を

得
な

い
場

合
で

あ
る

こ
と

。

２
法

第
1
0
条

第
６

項
た

だ
し

書
の

規
定

に
基

づ
く

協
議

を
受

け
た

場
合

に
あ

っ
て

は

、災
害

そ
の

他
緊

急
や

む
を

得
な

い
理

由
に

よ
り

、あ
ら

か
じ

め

、総
務

大
臣

に
協

議
し

、そ
の

同
意

を
得

る
時

間
的

余
裕

が
な

か
っ

た
も

の
で

あ
る

こ

と

。

二
財

政
再

生
計

画
の

変
更

方
針

１
財

政
の

再
生

に
支

障
を

来
す

も
の

で
な

い
こ

と

。

２
必

要
最

小
限

度
の

変
更

で
あ

り

、財
源

の
増

加
を

理
由

と
し

て
い

た
ず

ら
に

財
政

規
模

を
拡

大
さ

せ
る

も
の

で
は

な

い
こ

と

。

３
大

規
模

な
災

害
等

に
よ

る
特

別
の

場
合

を
除

き

、原
則

と
し

て

、計
画

期
間

の
延

長
を

伴
う

も
の

で
は

な
い

こ
と

。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


